
新たなビジネスオーナーをまち全体で応援！

面白い人が集まり、
楽しく暮らせるまちにする

有限会社松栄地所／富山県氷見市

急速な人口減少と空き家の増加に�
歯止めをかける

─氷見市の空き家の状況を教えてください。

延夫氏　氷見市は人口約48,000人ですが、既に
1980年代後半から減り始めており、30年後の
2045年には26,000人にまで減少すると推計され、
消滅可能性都市といわれています。また、空き家
総数も3,000戸を超え、空き家率は16.1％と富
山県全体より3.5ポイント高い数字です。なかで
も“その他住宅”の空き家の比率は12.4％で、富
山県が5.4％であることを考慮すると非常に高い
数値になっています。
　しかし、氷見は自然の恵みに包まれ、幸せで豊
かな暮らしを実現するにはもってこいのまちだと

思います。私は人口が減って仮に１万人のまちに
なったとしても、「面白い人が集まり、楽しく暮ら
せるまち」であればいいと思います。

─ご子息がＵターンで氷見に戻ってきました。

佳太氏　学校を卒業したあと大阪のシンクタンク
に勤務していましたが、20代半ばになり、ふと人
生に何か１本軸があったほうがいいと考え、まち
づくりに関わる仕事ができれば面白いなというこ
とを思い始めました。
　私は、人口はある程度維持した方がいいと思い
ます。子どもの頃小銭を握りしめて通った駄菓子
屋や古本屋、おもちゃ屋などで友達と遊んだり、
兄の友達と仲良くなったことが私のこのまちでの
原体験になっています。これから生まれてくる世
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代にも私たちと同じような体験ができるようにす
るためには、そのようなお店がつぶれない程度の
人口を維持していく必要があると思います。
　また人口が減ってきて、地域の住民たちが「こ
のまちはもう終わりだ」ということを日頃から言
っているのをもう聞きたくないという思いもあり
ました。そこで、㈱ユメミガチという会社を作り、
１人でも、経験なしでも、若者でも、想いをもっ
てビジネスにチャレンジすれば成功できるという
事例を作ることができれば、あとに続く若い世代
がやりやすくなるのではないかと思いました。

氷見の魅力を�
日本全国に発信する

─昔の民宿をオーベルジュ※1として再生されて

います。

酒井氏　松木社長は地域愛にあふれた、地域のリ
ーダー的存在です。空き家や空き店舗などで困っ
ている方からの相談も多く、ビジネスというより
地域を元気にしなくてはならないという観点から、
利用法は二の次にして物件を購入しています。
延夫氏　この物件は、民宿を廃業されたもので、
数年前に地元の人から相談があったので、このま
ま放置するのはもったいないと考え購入し、しば
らく自分の遊び場として使っていました。そんな
折、息子が今年の初め※2に地元に戻ってくること
になったので、テナントとして息子の会社に貸し、
運用させることにしました。

佳太氏　シンクタンクでは旅館業界の経営コンサ
ルタントをやっていたことから、宿ならなんとか
できると思ったことと、そこからまちに人を送り
込むことでまち全体を面白くすることにつなげら
れるのではないかと考えました。

─計画の内容を教えてください。

佳太氏　氷見が全国や世界に向けて発信できる魅
力は３つあります。まず「食」です。氷見漁港に
水揚げされる“マグロ”や“寒ブリ”“氷見いわ
し”などは全国的に有名ですが、山の幸もとても
おいしいです。次に「景観」です。氷見海岸から
海面に望む立山連峰は世界三大景観の一つといわ
れています。特に冬は絶景です。そして３つ目が

「人」です。氷見の人は皆とてもおせっかいです。
何か行き詰まったことがあっても、ここには親身
に話を聞いてくれる大人がたくさんいます。
酒井氏　旅の魅力は歴史を感じるということもあ
りますが、歴史的な要素がなくても、感性として
目に入る景色や、食べた瞬間に美味しいと思う感

イミグレの外観全席オーシャンビューの劇場型レストラン

オーシャンビューの客室



動、そして親切にしてもらった経験が人を惹きつ
けるのだと思います。
佳太氏　ここを「移り住みたくなる宿“イミグ
レ”」と名付け、“氷見の絶景と、食と、人に出会
える一軒宿”をコンセプトにして、今年の11月に
オープンします※2。

北陸の食材を中心にした料理と景色を自然のな
かで一緒に楽しんでもらうことを基本にし、レス
トランは劇場型の配置、全席オーシャンビューで
す。天気のいい日は立山連峰を望めます。宿泊施
設は、旅館業の免許をとり計６室設けました。
　改修費は5,700万円かかりましたが、その一部
をクラウドファンディングでも募集し、計360万
円程度集めることができました。応募者のうち
1/3が私も父もまったく知らない方だったのには
驚きました。

空き家の物件化が�
移住定住促進のキーポイントに

─氷見市IJU（移住）応援センター「みらいエ

ンジン」の役割について教えてください。

藤田氏　当センターは、氷見市の委託事業として
グリーンノートレーベル㈱が運営しています。業
務内容は、移住定住の促進、情報発信、窓口業務
で、住まいに関しては空き家情報のとりまとめと、
空き家の所有者からの相談受付をしています。ま
た、移住してきた人の定着支援として交流イベン
トや相談があった時に地域の人を紹介する役割も
果たしています。

─移住の実績はどれくらいあるのでしょうか。

藤田氏　センターがオープンしてから約２年※2に
なりますが、累積で50名くらいの方が、当センタ
ーを通じて移住して来られました。プロフィール
は30～40代の氷見市や高岡市の企業に勤めるサ
ラリーマンが多く、元の居住地は富山県内と県外
が半々くらいです。最近は子どものために環境の

いいところで育てたいという理由で来られる方も
います。
延夫氏　宅建業者の立場で最も問題なのは、移住
希望者が来ても貸せる物件がないということです。
現在もセンターに相談中の人は30組程度いますが、
その内10～15組は物件さえ見つかればすぐにで
も移住すると言ってくれています。
　空き家はたくさんありますが、放置したままに
しているのでボロボロの物件が多く、賃貸するに
は改修コストがかかりすぎて所有者が二の足を踏
んでいます。リフォームした場合は市から100万
円※3の補助金が出ますが、500万～600万円程度
かかる場合が多く、物件化するにはハードルが高
いのが実情です。 氷見市でも空き家活用推進協議
会を立ち上げ、物件化に関して相続者からの相談
にのっていますが、所有者が亡くなってもすぐ売
却や賃貸には出せないという人が多く、結局４、５
年経ってしまい、その間管理をしないために雨漏
り等が発生して家が傷んでしまうという悪循環が
起きています。そうなる前に手を打ち、この問題
を解決していくのが我々宅建業者の役割です。

─新しくこの地域でスモールビジネスを始める

方も増えてきました。

佳太氏　私の姉も、父が購入した市街地の物件で
干物屋を始めましたし、Ｕターンして地ビールを
作りビアカフェを始めた人もいます。東京から来
て氷見市役所に２年勤めた後、旧呉服屋のビルを

みらいエンジン マネージャー 藤田智彦氏／「まちのタマル場」にて
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代 表 者：松木　延夫
所 在 地：富山県氷見市鞍川1426
電 話：0766-74-5686
Ｈ Ｐ：https://shoueijisho.i-e.jp/
業務内容：氷見市を中心に、土地建物の売買・仲介から建築・リフォーム、

宅地造成および新築建売販売まで、総合的な事業を展開。㈱ユ
メミガチに建物を賃貸し、2018年11月、昔の民宿をオーベ
ルジュとして再生し「イミグレ」をオープンした。

有限会社松栄地所

リノベーションして民泊とカフェを始めた夫婦も
います。このように少しずつ、この地域でビジネ
スを始める人が出てきました。
酒井氏　東京で移住セミナーをしたとき、富山県
人会の青年部の方とお話をする機会があり、Ｕタ
ーン希望の若者が結構いるけれど、故郷の現在の
様子がわからなくて心配なことも多いと聞きまし
た。そこで、氷見に移住を考えている方に向けて、
氷見市が移住者へどのような取り組みをしている
かお話し、佳太君のような実例も紹介しました。
相談できる同世代の人が身近にいるととても心強
いものですし、実際にＵターンをして頑張ってい
る若い方がいれば、若者同士のつながりが生まれ
ることで、起業するための精神的なハードルがさ
がると思います。
延夫氏　新たにビジネスを始める人に対しては、
地域の人が手伝い、関わりながら、そのビジネス
が続くようにサポートをしていくべきです。幸い
氷見市は、移住者に対する支援制度が県内では比
較的厚いといわれています。行政と宅建業界がう
まく連携し、両輪となって地域を面白くしていき
たいと思っています。
藤田氏　私も千葉県からの移住組ですが、氷見に
は住むのに嫌な理由、駄目な理由がまったくみつ
かりません。これからも氷見の魅力を伝えていき
たいと思います。

※１ 主に郊外や地方にある宿泊施設を備えたレストランのこと。
※２　2018年8月時点。
※３　平成30年度現在。

干もの家氷見

カフェと民泊施設「HOUSEHOLD」

Beer cafe BREWMIN

地域に生まれた新たなスモールビジネス




